
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【                                           【卒業に向けた生徒会活動スローガン】 

 

 

令和７年度も残りわずかとなりました。今年度の最後を締めくくる

活動として１・２年生が委員会プロジェクトを開始しました。ねらいは、

「全委員会による集中的な取り組みをすることで、１年間の活動のまと

めを行うとともに、１・２年生中心の委員会活動を勢いづけ、今後の生徒会活動につなげていく」です。スロ

ーガンは、「Final Step ～感動と決意を胸に～」です。自分達の活動をしっかり振り返り、一人ひとりが

自分の仕事に責任を持って取り組んでいってほしいと思います。 
【各委員会の取り組み紹介】 活動期間は、２月２４日（火）～２７日（金）※生活委員会のみ２６日まで 

  

                   

        

 

 

 

【委員会・自治会】     【活動名】 【活動内容】 

執行部 日常活動見直し週間  ・執行部が朝のあいさつ運動で大きな声であいさつをしている

か、時間までに来ているかを、執行部同士でチェックする。 

生活委員会 ３６０度見守り大作戦 ・生活委員が体育館の四隅とギャラリーから点検する。違反をし

ている人がいたら、すぐに注意する。休み時間終了後、担当の先

生に報告し、次回は使用を禁止する。 

文化委員会 ロッカー点検強化週間 ・放課後に各クラスの文化委員会がロッカーを点検し、整理整頓

できていない人には付箋を貼る。持ち帰らなければならない物を

持ち帰っていない場合、翌日の朝の会で呼びかける。 

図書委員会 図書当番強化週間 ・昼休み１時２０分までに図書室に来て図書当番を行う。図書室で

本を読む人が集中して読めるよう、うるさくしている人、遊んでい

る人には注意する。 

健康委員会 さわやか教室プロジェクト ・教室にある二酸化炭素濃度計を、２時間目終わりに確認しプリ

ントに記入。数値が低くても換気をする。昼休みに下がっているか

もう一度点検をする。 

放送委員会 放送ミス０ Ｗｅｅｋ ・「噛み」、「抜け」、「読むスピード」に気をつけ、始めと終わりを時

間通りにスムーズに行う。 

給食委員会 準備・片付け呼びかけ 

週間 

・手洗い・身支度の呼びかけ、給食の準備・片付けの呼びかけを

する。 

１学年自治会 日常生活強化週間 ・挨拶や返事、廊下での過ごし方をしっかりできるように自治会で

声をかける。 

２学年自治会 ＹＢＫＫ「呼びかけ」 

      キャンペーン 

・クラスの課題解決のため、自治会が積極的に呼びかけ・声掛け

をする。 

令和８年２月２７日（金）発行  第３２号  文責：校長 横澤 聡一 

小国町立小国中学校 学校だより 
 



☆第１７回置賜地区柔道形競技大会 投の部 中学生の部          第３位  馬場 実久さん   今  陽菜さん 

☆令和 7年度西置賜地区中学校 ソフトテニス冬季選抜大会  第３位  木村 愛莉朱さん 今盛 美怜さん 

 
 

２月から３月にかけて、各学年で喫煙や薬物、性教育についての講話を実施しています。毎日行ってい

る教科の授業は当然大切ですが、今の世の中は予測困難な時代と言われている中で、「より健康に、そし

て豊かに生活するため」に、今回のような講話をお聞きできることは、非常に大切なことだと考えています。 

各学年で、様々なことを学ぶとてもよい機会になっています。一部紹介します。 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２０日（金）、小国警察署の小谷部 淳 様、青少年サポートセンターの清野 典子 様を講師にお

招きし、薬物乱用防止教室を開催しました。お話の中では、闇バイトの特徴や薬物の危険性については

もちろんのこと、SNS を通じて、簡単に手に入れることができるようになっている現状を踏まえ、自分だ

ったらどうするかを考えさせられる内容でした。「ほんの１回ぐらい・・・」「自分は依存することはない」な

どの軽い気持ちを持つことは禁物です。自分自身を薬物の使用、乱用から守るために、正しい知識を持

ち、薬物の使用、乱用は「絶対ダメ‼」と断る勇気を持ちましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

【生徒感想の一部より】 

〇薬物乱用防止の講話を聞いて私は、SNSの怖さを実感しました。今は、SNSで違法薬物を誰で 

も手に入れられるようになってしまったので、注意しながらスマホを使わなければならないと思い 

ました。私は、違法薬物のはじめの一歩を踏まないために３D作戦を使おうと決めました。自分の 

将来を守るために、絶対に薬物は使用したくないです。 （塩川奈々江さん） 

○今日の講話をお聞きして、薬物の危険性について、とても理解を深めることができました。一番驚 

いたことは、インターネットを使えば薬物は簡単に手に入れることができるということです。入手先 

を知った方法の多くが、インターネット経由だったり、薬物を隠語にして密売する人などもいるとわ 

かったので、薬物を間違えて買わないように気をつけたいと思います。（佐藤誠史郎さん） 

○私は、最初、薬物の使用は２０代ぐらいが多いのだと思っていました。しかし、最近は、１０代の割合 

がすごく多くなっているとお聞きして、私も、身近な SNSでも買えてしまうので本当に気をつけな 

ければならないんだなと感じました。今後、もし薬物の使用を誘われたとしても教えていただいた作 

戦をもとに「断る・離れる」ができるようにしたいです。（井上ひなのさん） 

 
小国中生の活躍    

薬物等の誘いから、上手に断る言葉 

３D作戦！！ 

「だって」、「でも」、「どうして」を繰り返す 


